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東市ケ坂 3号墳の発掘調査については、

神戸市水道局の協力を得ました。

表紙説明  東市ケ坂 3号墳 .羨 道入 口

から出上 した須恵器
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/・ はじめに

認`調査経過

束 市ケ坂 ぎ号墳 は 、舞子古墳群 の西端 に所在 す る

東市ケ坂 支群 中の古墳 です。舞子丘陵上 に存在 す る

後 期古墳 の総称 です 。かつては /θ θ基以 上もの古

墳 があ つたといわ れていますが、今 では約 認 θ基 を

残 すのみとな りました。

東市ケ坂 J号墳 の東半部 は民間企業の所有地で、

西半 部は神戸市有地 とな っています 。S・ よ
『

年度

に東半部が宅地造成 され ることにな り、工事 に角立

ち発掘調査を実施 しました 。調 査の結果 、直径 /る

mの 円墳 で、横穴式石室を内部主体 とす る後期古墳

であることが判明 しました。墳丘はほとんどが削 り

取られていたため、石室の保存に ついて 協議を行 な

っていた ところ、西半部についても神戸市水道施設

を計画中であ ることを知 りました 。そのため 、古墳

の規模 と性格を明 らかにするため調査 を実施す るこ

とに な りました 。
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J。 これまでの調査 lFa」 対1ぎ ワ年度に尼ケ谷支群 J基、す認年度に束市

ケ坂 支群認基 、すょ 。する年度に西石ケ谷支群 る基、

す7年度に東石ケ谷支群 /基を調査 しています。そ

の他に舞子丘陵では、弥生土器片・石器等も採集さ

れています。また東石ケ谷 /号墳発掘調査時には、

弥生時代後期の住居跡が発見されています。

・ 5号 墳西 石 ケ谷 4号墳

ケ谷 1号墳
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子.古墳 の立地 東市ケ坂 J号墳 は、旧舞子浄水場 lAJ南 東端 にあ り

ます。浄水場造成 の際 に地形 はかな り改変 され たよ

うですが、古 い地図等か ら復 元すると東南へ延び る

7θ 皿前後 の尾根上にあ ったと思 われ ます。 さらに

東市ケ坂 /・ 2号墳 は、その尾根 の先ヂilに 存在 して

いました。
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舞 子 古 墳 群 古 墳 分 布 図

,I伊■3

0は 、

!辟
すでに消滅 した古墳

現存する古墳

す。古墳の形と大きさ

● は 、

古墳は直径 /る mの 円墳 であ ったと推定 され ます。

しかし、墳丘 は後 世の造成 によ り相当削平 され て し

まい、古墳 の盛土 はほとん ど残 って いません。

古墳 の周 囲には溝が掘 られてお り、その溝の幅は

約 認皿 、深 さ約 0.認 mです。
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る。石室 の形 と大 きさ

東 市 ケ坂 3号 墳 墳 丘 実 測 図

古墳 の内部主体 は、横穴式石室で、玄室石側 にIEB

にあたる石は縦積 みにしています。    ヽ

石室 は、恨U壁 の天丼 に向か ってじ よじ ょにせ り出

す持 ち送 りが見 られ ます。現在残 って いる側 竪 の高

さは床面 か ら約 /mで す。

さらに石室 羨道部分か ら石室外へ と排水溝が掘 ら

れてい ました。

… D ―
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7. 百室 1/hJ許 |∫ の状 態 在itt1/」 には天丼有や、側叫の崩れ落ちた石材と上

砂が流れこんでいました。また側雖や奥督とが後 1吐 に

こわされ、盗用を受けたあともありました。

玄室 σ)奥に は 、玄室 床 f雨 よ り さ らに高 く 、 Ttiの Ftti

を そ ろ えて構 を 置 くと ころ (精床 )を つ く って い ま

｀
0~。

玄窮 床 雨iは 、赤 村 色粘 質 上を地 I11に は り、玄第床

i雨 と して い ます 。 羨 道 に は こ σ)粘質 上 は み られ ませ

ん で し た。

出 土遺物 は 、盗 I扇Iを 受 け たよ うで原位 悩 を とどめ

る もの はあ りませ ん で し た。 玄室 内 か ら須 悪 器抹 蓋

/、 すイ身 認 、十蔚杯 脚 部等 が出 上 し ま し たが 、雰 道 部

か らは 遺物 を発 見す る こと は でき ませ ん で した。

高杯 脚 部

東 市 ケ坂 3号 墳 出 土 遺 物
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′ .九町溝

ワ。まとめにかえて

また川溝内から命環認・ガラス浴剤(片 子片・須悪

器甕が出上しました。溝内に上が塔積した後選物が

棄てられ、さらに溝内に上が荘楷 したと考えられま

す。

須恵器甕は小十〕文サi・ が ,数乱 して出 上 していることか

ら、甕 を意識「向に削 り、茸Eて たと考 えられ ます。

今 1引 ♂)調 査 で、 】こ耐了ケリ更、ヨ号Jttは F面 径 /と ‖ ♂)lll

墳で、ti片れとの↑質ク'(jヽ 住i牢 であることがわかりまし

,こ 。

さらに現在 までに発 !用 され た舞子 古墳 群内 の古壊

では、は じめての石数の構床 をもつ珍 しい 古増 であ

ることがわか りました。

古墳 が築 られ た年代 は出 上した遺物 や石室 の形態

等 から る 1性糸己後半 ごろの古墳 であ ると考 え られます。

―珍

東 市 ケ坂 3号 墳 出土 遺 物

珍 ―

.―
((3)
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舞子古墳群 関連略年表

年代 (西暦 ) 付 近 の 遺 跡

代時
００

生

２
弥

東 石 ケ 谷 遺 跡 大歳山遺跡 (復元住居 )

500

代時
００
墳

６
古

このころ古墳が作り

始められる。

前方後円墳の時代

群集墳の時代

仏教伝わる

今回調査の古墳

ひさご塚

天王山 4号 墳

五色塚古墳

狩 口台きつね塚

舞子古墳群

7o0

大 化 改 新

遺唐使の初め

火葬の始 ま り

平 城 京 造 営

西神 89地 点
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山 田 小 学 校 内 遺 跡

発 掘 調 査 現 地 説 明 会 資 料

昭 和 59年 5月 27日

神 戸市 教 育 委 員 会
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はじめに

位置と環境 山田小学校内漁跡は神戸可ilヒ区山田町中に所在し

ており,六町1山地と帝釈山地を水源として束から西

へと流れる山IH川の南河岸段丘上に立地していキす。

曲‖!川のゴヒ側には,淡河との境をなす帝釈連曲が

そびえ,その山麓に平安時代中期・後期の仏像が安

置された無動寺や ,も と無動寺の鎮守社である室町

時代前期の若王子神社があります。調査地の対岸に ,

室町時代後期の八幡神社三重塔を望むことができま

す。また山田川の中流域には ,日 本最古の民家であ

る箱木千年家 (室町時代 )が残 っています。
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調査経過

さヽ、!|ヽ`
ふ,、 、、

/

小学校の校舎建て替えに伴

ころ,中世の遺物包含層ん

8年 7月 28日 ～ 10月 6

m2に ついて第 1次調査を実

ま,第 1次調査の南側!南

の約 870m2について昭和

2次調査を実施しています .
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2 周辺の遺跡 山FH町周辺の遺跡には,今から約 1万年前の旧石

器時代の終わり頃にさかのぼる下谷上の福仙寺遺跡

が知ら
'1′

ています。福仙寺遺跡からはサヌカイト製

の有苦尖頭器が出土しています.

次の縄文時代には,イ導bソ バカ坂で遺跡が見つか

っています。

しかモノ,弥生時代の遺跡はほとんど見つかってい

ません。吉墳時代についても,上谷上の焼尾古墳群 ,

原野の谷寺古墳群 ,下谷上の数ノ奥古墳群などの群

集墳を除けば,数昆的に少ない地域といえます。

また,奈史時代に属する遺跡もほとんど見つかっ

ていません。

ところが,平安時代に入ると, “山田荘 "の名で ,

文献上にもあらわれるようになり,無動寺の三体仏

も,こ の時期につくられたものです。

鎌倉時Ft～室町時代にかけて,山田町の遺跡の数

は,急激に増加します。曲円町福地の若王子神社本

殿やIH口 !町中の八幡神社三重塔,山田町衝原の箱木

千年家などの建造物をはじめ,山円川の谷筋に沿っ

て,五輪塔や宝陵印塔などの石造物がつくられるよ

うになります。

-18-
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3 前年度調査
の概要

前年度の調査で検出された遺構は,掘立柱建物址

2棟・満 1条・焼土墳1か所・石敷遺構 Iか所です。

出土した遺物は土器片が多く,コ ンテナに 26箱分

あります。出土した遺物の時期は,奈良時代の須恵

器杯などもありますが,平安時代末期～室町時代初

期 (12世紀から 14世紀 )の ものが可巧さです。

°        S      θ

前 年 度 調 査 区

１

く

Ｆ

Ｔ

∞
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。
。・

。
つ

オ
．

0          20m
今 年 度 調 査 区
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調査の概要

。遺 慌

班 穴 化 屠 跡 1

出 土 須 恵 器

sca■ e l: 4

掘 立 柱 建 物 跡 出 土 土 器

sca■ e l: 4

今回の調査で検出され遺構は, 7世紀中頃の竪穴

住居址 1棟 ,平安時f亀末期～鎌倉時代 (12世紀rや

13世紀 )の掘立柱建物址 7棟・土墳墓 2基・溝 2

条・土壌10か所・石敷遺情 1か所です。

①  71性紀中頃・約 1300年前の遺構

。 竪穴住居址 t 南北 4.8m,東西 4,4mを測

る方形の竪穴住居址で,調査区の南西隅で検出

されました。後世の削平により,_上i面がかなり

削られているため,柱穴・炉址・周壁満などは

確認できませんでした.住居址内の南東I出で ,

焼土塊が見つかっています。また,須恵器杯身

1,土師器甕 1な どが出上しています.

② 平安時代末期～鎌倉時十電(12世紀～ 13世紀・

約 700～ 800年前 )の遺橘

・ 掘立柱建物址 1 南北 7.2“ ,東西 6.4れ を

浪1る 3問 ×3間の総柱の建物です。柱穴から土

師質羽釜が出土しています。

・ 掘立柱建物llL 2 南ゴヒ6.8n,東西 4.8■ を

測る 3間 ×2間の総柱の建物です。柱穴から須

恵器塊
｀3,土師器小Шl〕 が出上しています。

-20-
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掘 立 縫

/竪 穴化居勝i

i                  /

編 立 柱

441物 勝 3

II司 立 柱

PIt物 跡 5

掘立 柱

建 4勿 跡 C

獅立 柱
「r4物 師 4
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,掘 立柱建物址 3 南耳ヒ8,76n,東西 6,72

mを潰」る 4間 × 3間の総柱の建物です。今回検

出した掘立柱建物の中では最も大きなものです。

柱穴から土師器イ・nl lが 出土しています。柱穴

の重複関係から掘立柱建物址 tよ りも新しい時

期のものであることがわかつています。

・ 掘立柱建物 l」L4 南北 4.5n,束西 6,0■ を

潰1る 2問 ×2間の総柱の建物です。

・ 掘立柱建物也と5 南1ヒ 6.8翻 ,束西 3.9mを

潰1る 3問 ×2間の総相:の 建物です。柱穴から須

恵器坑 Iが出土しています。

掘 立 柱 建 物 跡 出土 須 恵 器 sca■ e l: 4

sca■ e

l:2
掘 立 柱 建 物 跡 6出 土 短 刀

-8-
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0           1m

土城墓 1

,掘 立柱建物lt 6 南ゴヒ9,36↑れ,東西 4.5れ

を測る 4間 ×2間の建物です。東側の 2間日と

3間 日の間に柱穴が検出されないところからヨ

の字形のプランをもつ建物である可能性があり

ます。柱穴から須恵器 塊6,同小皿 1,土師器

小皿 2,土師器塙 1・ 短刀 (あるいは刀子 )1

が出土しています。

,掘 立柱建物址 7 南北 8.4■ ,東西 4.3■ を

測る 4間 × 2間の総柱の建物です。柱穴には土

器や石の入ったものがあります。

こ 土墳墓 t 南北 2.1■ ,東西 0,9■ ,深さ

0.3阿 を測る楕円形の遺構です。土墳墓の南端

から,歯が検出されており,南向きに頭を向け

て埋葬されていたことがわかります。また,頭

の南側に人頭大の礫を置いています。埋土から

白磁碗 1,土師器小皿 2,鉄塊 1な どが出土し

ています。

上墳墓 2 南北 |.7■ 以上,東西 0.5■ ,深

さ 0,1開 以 _1と を潰よる長方形の遺構です.墓墳内

には,頭蓋骨や足の骨などの人骨がかな り良好

-9-
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lm

な状憩で残っていました。人骨は,幅 0.3■ ,

長さ 1.0■ 以上の底板の_Lに頭を北向きにして

埋葬されてお り,胸のあた りに上からこぶし大

よりやや大きめの礫が 2つ置かれていました。

また底板の西側には側板の一部も検出されてい

るため,この人骨は木棺に納められていた可能

性があります。頭議骨のゴヒ東から土師器小皿 1・

墓墳の西端から土師器小皿 2,足もとのあたり

から須恵器競の破片 となどが出土しています。

溝 1 掘立柱建物址 4の 西側で検出された束

両方向に流れる溝で,全長 3.2租 ,幅 0,3m～

0.4n,深 さ 0.1■ です。

濡 2 掘立柱建物址 Iの南側で検出された束

西方向に流れる溝で,全長 4,8■ ,幅 0.4m～

0.8■ ,深さ 0.1■ です。

土墳 1～ 10 長径 0,5m～ 1,o■ ,短径

0.4■ ～ 0.9■ ,深さ 0,1れ ～ 0.3mを潰Jる 補

円形の土墳です。土墳 7から北師質羽釜 l,土

猿 9か ら土師器打胡15が出上した他は,いずれ

も土器の小片が出土したにすぎませんでした。

土 城 墓 2

-24-
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0 石敷遺構 1

。遺 物

・ 石敷遺構 I 南北 1.4れ ,東西 0,7■ ,深さ

0.1制 を測る楠円形の遺構です。地面を掘 り凹

めた土墳の底に,一辺が 0,1■ ～ 0,2mのやや

角ばった花商岩質の板石を敷きつめていました。

石材の一部には,大を受けた痕跡があ りました。

出土した遺物はいずれも小片で,こ の遺根の性

m  格については現在のところ不明です。

竪穴住居笥ととから出上した須恵器 。土師器を除く

と,ほ とんどの遺物が,平安時f亀末期～鎌倉時代に

かけてのものです。最も多いのは須恵器で墟 I・ 皿・

鉢・箋などがあります。その他に土師器の皿 。蝸 g

甕をはじめ,白磁働などの磁器や短刀などの鉄器も

あります。

これまで余 り発掘調査の進んでいなかった山田地

区において,前年度に引き続き,中世の建物址が発

見されたことは,こ の地における中世の生活を考え

るうえにおいて非常に意義深いことと言えるでしょ

う。

ゴヒを帝釈曲地,南を六甲山地という二つの自然の

要害に剛まれたこの地域は,古 くから西国街道の裏

5 ま と め

-11-
- 25 -



街道として,淡河道とともに東西を結ぶ交通上の要

所でもありました。

今後の調査によっ|て ,この地域における歴史がし

だいに明らかにされていくことでしょう。

- 26 -
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前年 度 調査 区

今 年 度 調 査 区

山 田小 学 校 内 遺 跡 調 査 区 配 置 図

幣

-13-
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新 方 遺 跡
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1 はじめに 今回の調査は,昭和 59年 5月 1日 から

開始し,約 1,400‖″
を対象に実施してい

ます。

現在までの調査では,鐵k倉時代の選柑が

存在する面と,古墳時代の遺構が存在する

面が確認され,下層には,弥生時代の遺構

が存在する 2面の層を確認しています。

このたびの見学会では,aR倉時代の迪構

と古墳時代の遺構を見学していただきます。

検出された遺構は,aR倉時代の建物址,井

戸,溝 ,土装と古墳時代の竪穴住居址です。

瀧
功垂ミ」→

l__l上 __生ぬ≦
・伊川谷曲別

tl.40

簗

調 査 地 位 置 図

Ⅶ



2.周辺の地形と環境 明石平野は,その中央部を流れる明石川 ]

その支流である伊川 。炉谷川などによって

形成された沖積地です。明石川は北区山田

町藍那付近に源を発し,右岸には印南台地

と呼ばれる高位段丘面があり,平野町黒田・

常本地区には発達した低位段丘面がありま

す.玉津町居住・田中,伊川谷町別府 。池

上付近では扇状地状の地形を呈し,こ のあ

たりから沖積地が明石海峡に向かって広が

っています。

この明石平野に人類の痕跡が始めて残さ

れるのは,明石市西八木で発見された明石

原人と呼ばれる人類で,今から約 20万年

前の旧石器時代のことです。また,今から

約 2万年前の後期旧石器時代に使用されて

いたナイフ型石器と呼ばれる石器が神戸市

内各地で発見されていますが,生活の痕跡

を示すような遺跡は発見されていません。

縄文時代の遺跡としては,垂水区内では

前期末の大歳山遺跡,中期の舞子浜遺跡 ,

後期の元住吉山遺跡などがあります。元住

吉山遺跡では後期の後半の土器が炉址と共

2

江 ＼
5

A    8

池 上 南 遺 跡 出土

ナ イ フ形 石 器

大 歳 山遺 跡 出 土

縄 文 土 器

- 32 -
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吉 田再 遺 筋

池上 国 ノ池 遺 跡

今 津 鎌 臣遺 跡

居 住 遺 跡

田 中遺 跡

池上 北 遺 跡

青 令 遺 隣

北 別 用 遣 跡

南 別 肩 遺 跡
tn善主 珈 II汁 麻

大 歳 山遺 跡

出 合 遺 跡

西 神 62地 点

王 嫁 古 墳

天 王 山 古 墳 群

孤塚 も娘
中村古墳群
印路古頻洋
舞子 首換許 3
投上銅聟出土地



一

Ａ
ｔｌｌ
珀
鵬
酬
円
用
Ｎ
Ⅲ
耐
Ｍ
旧
田

一

に発見されています。

弥生時代に入ると,明石平野には数多 く

の遺跡が出現してきます。玉津町吉円遺跡

は,近畿地方でも最も古い時期の遺跡の一

つで,早 くから明石平野において稲作を主

とする農耕が定着したことが知られます .

弥生時代前期の遺跡としては,こ の他,新

方・片山 。今津・居住 。常本遺跡などがあ

り,前期の段階で平野の全域に農耕を営む

集落が広がったと思われます。中期に入る

と遺跡数は増加し,青谷などの丘陵上にも

集落が出現します。このような丘陵上の集

落は中期の後半に明石川 。伊川・伊谷チキIの

中流域にも数多 く出現します。西神 50地

点・如意寺裏山・頭高山遺跡などが代表的

な遺跡です。後期の遺跡としては吉田南遺

跡・高津橋岡遺跡などが代表的なものです。

珍

頭 高 山遺 跡

磨製石剣

構 金 体 図



ヒ

ー

手 iJ・

吉 田 南 遺 跡 第 8次
調 査 遺 構 図

吉墳時代の遺跡としては,先の吉田南遺

跡や池上,回 ノ池遺跡などから集落址が発

見されています _

また,吉墳では天王山 4号墳が 4世紀の

中頃に出現し,瓢塚・王塚などの前方後円

墳が造られるようになります。

6世紀代には西神ニュータウン内や平野

町印路 。平野町中村などで小形の円墳が群

をなす,「群集墳」が形成されています。

歴史時代の遺跡は明石平野各所にあり,

奈良 。平安時代の郡衛と考えられる吉田南・

出合遺跡などがあります .

∋

ヽ

町
＼

・胡＼

:い
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3 今までに実施した

新方遺跡の発掘調査

新方遺跡は,昭和 45年度に兵庫県教育

委員会が,山陽新幹練建設工事にう七立って

行った分布調査・確認調査で発見された遺

跡です。この際の調査で弥生時代中期から

鎌倉時代までの土器が多量に出土し注目さ

れました。

その後,範囲確認lpt9査や,宅地造成ニヨ:,

工場建設工事に伴う小規模な発掘調査を実

施してきました。
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新方丁の坪 I地点

これらの調査結果から新方迪跡は範囲が広

く,年代も弥生時代から鎌倉時代までの長

い期間統いた複合遺跡であることがわかっ

てきました。

昭和 55年に調査を実施した新方遺跡丁

の坪 I地点では, 5面の遺構面が存在し,

弥生時代から鎌倉時代までの遺構が発見さ

れました。このとき発見された貼石のある

岡溝墓は,現在も類例のない弥生時代中期

の墓です。また,大量の土器が同溝中から

出土し,畿内でもあまり例のない高さ 90

Cmの大きな重が発見されています。

昭和 57年には,新方遺跡大日地点,新

方遺跡丁の坪Ⅱ地点の調査を実施しました。

?    i    ∵

7
- 37 -

丁 の 坪 工地 点 中 期 中 頃  遺 構 図



新方大日地点

第 1遺 構 面

第 3遺 構 面

大日地点では, 4面の遺構面が存在し,

弥生時代から鎌倉時代までの遺構が検出さ

れました。

検出された遺構の中でも,古墳時代後期

の玉造り工房址は,畿内でも数少なく重要

な発見でした。

また弥生時代中期の木棺墓からは・人骨

が発見されました。

大 日地 点 遺 構 図

8

第 2遺 構 面

-38-



新方丁の坪Ⅱ地点 丁の坪 H地点では, 4面の遺構面が存在

し,弥生時代からの古墳時代までの遺構が

検出されました。この地点では,弥生時代

中期の玉の未製品が多量に出土し,新方遺

跡での玉造りが弥生時代から始められてい

たことを証明しました。

また弥生時代中期の銅朗高出土しました。

以上のように

① 新方遺跡は,弥生時代からaR倉時代ま

で続く大規模な複合遺跡であること

② 弥生時代中期のころには,明石川流域

では中心的な集落であったと考えられる

こと

③ 弥生時代から古墳時代までの玉造り工

房址が発見され,新方遺跡が当時の社会

の中で重要な位置を持っていたと考えら

れること

斧

―巴一 凰  ↑
管玉      フ

玉 未 製 品

９

２ ４

息
印
Ｕ

⇔

銅 鉄

9

弥 生 中期

須 恵 器
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4 調査慨要

A辿 柑

捌立柱建4勿 1

捌立柱建物 2

Jili立柱建4勿 3

溝 l

遺稽の分布は南束部に多く,東と北は少

ないという傾向が見られます。

特に柱穴は南半部には密集して発見され

ていますが,北半部には,ほ とんど存在し

ていません。

調査区のほぼ中央付近で発見された東西

4間 (9。 3m)x南ゴヒ3岡 (8.4■ )の建

物です。

L字形の溝に囲まれた東西 3間 (7.9m)

南北 2間 (5.6m)の総柱建物である。

柱穴の一つから漆器椀が出土しました。

調査区の西端にあり,調査地外に延びて

いるため全形は不明ですが南ゴヒ5間 (8.6

■)の建物です。

建物 2を囲むL字形の溝ですけ巾 1.2孤 ,

深さ約 6 0Cm・ 曲折部からは 1,O Cm内外の

河原石が多量に検出されました。溝底から

は土山F器鍋,須恵器鉢,曲物,漆器椀等の

破片や木片が出土しています。

- 40 -
10



溝 4

掘 立 柱 建 物 1 。
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溝 2, 3, 4

井戸 1

井戸 2

調査区の封ヒ側を潜 2, 潜 缶 溝 4が東西

に平行して検出されました。 3本ともI隠約

5 0Cmで深さ約 1 0Cmの 浅いものです。泄

の周囲には,直径 5C,唱度の杭が多数発見

されています。

直径 1 0 0Cm,深さ 5 0Cm程の掘方を掘

って底に直径 3 5Cm,深さ3 0Cmの 山物を

据えつけた小型の井戸です。井戸の内から

は,須恵器甕,捏鉢,漆器椀の破片や,木

片のほか,貝殻,も み殻等が出上しました。

直径 3.5■ ,深さ 1.6mの掘方を掘り,

径 9 0Cnに板材を立てて井戸枠とした井戸

です。

井戸枠に使用された板材の大部分は使用

後に取りさり,再利用されたと考えられ ,

現在はその一部だけしか残っていませんで

した。

この井戸内からは呪いに使われたと思わ

れる木札が 2枚出上したほか,木箱,材木 ,

須恵器片等が出上しました。

12
-42-



B 出土遺物

5 まとめ

木 札 に 書 か れ た 文 字

出上した遺物のうち,土器は比較的少量

です。器種としては,須恵器変,捏鉢,土

師器塙,皿等です。

土器類に比して,木製品は多く,箱等の

他,建築材や杭等が井戸内から出上しまし

た。また,柱穴の中には,柱痕が多く残っ

ていました。

この他,漆器の椀も出土しています。

現在までの調査で発見された遺構,遺物

は,鐵R倉時代後半 (13世紀中頃～ 14世

紀初め頃 )のものです。また,数多くの柱

穴や井戸が発見されたことによって,今回

の調査地が当時の集落の中心であったこと

が確認されました。

そして,低湿地に位置しているため木製

品の遺存が良く,呪いに使用された木札に

は墨書が残っていました。

今後さらに下に残る古墳時代や弥生時代

の調査を実施しますので,新 しい発見が期

待されます。
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1 はじめに

投上銅鐸

舞子東石ケ谷遺跡は,景勝地「舞子の浜」から

1.5んη北方の尾根上 (標高 82■ )に存在する遺跡

です。この東石ケ谷遺跡のある尾根からは,明石海

峡と淡路島を眼下に望むことができ,非常に景色の

よいところです。この尾根は舞子丘陵の中では比較

的高く,し かも尾根頂部が比較的平坦で,遺跡の立

地には適しています。

1東 石 ケ 谷 遺 跡

2大 歳 山 遺 跡

3投 上 銅 た く 出

-1-
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2 調査に至る

経過

東石ケ谷遺跡のある尾根上には,古墳時代後期の

東石ケ谷 1号,2号の古墳が存在しています。昭和

57年に実施した東石ケ谷 1号墳の調査の際,古墳

の下から弥生時代後期の住居址が発見されました。

これまで舞子丘陵上からは,石鏃や弥生土器片が採

集されていましたが,遺構が検出されたのは,こ の

ときが初めてです。

今回の調査は,尾根の北半部について弥生時代の

遺構の有無に焦点をあてて実施しました。調査面積

は 2,360″です。

昭和 57年 度 調査  弥 生 時代 後 期 住 居址

- 48 -
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3 調査概要

9 .  1 . lPM

今回の調査で発見された遺構は,竪穴住居址 3棟 ,

短辺に突出部のある炭の入った長方形土坑 2基 ,土

坑,ピ ットですが,こ こでは主要な遺構について説 I

明します。

(1)竪穴住居址 (SB01～ 03)

尾根の中央よりも東側でSB01か らSB03

の 3棟の住居址が発見されました。いずれも弥生i

時代後期のものです。

S301

東西 6。 4■ 南北 6.8■ の方形の住居址です。 4

本柱の建物ですが拡張して建て替えが行われてい

ます。柱間寸法は建て替え前が東西 3.1冊 南北

2.8■ ,建て替え後が東西 3.7m南北 3.2mです.

この住居址は斜面地につくられているため,南側

と西側は地面を掘りこみ,谷側に面した東側と北

-3- - 49 -



50c m

側の壁は幕十して築いています。住居の北西には

入口と思われる突出部が検出されました。

住居址の東側柱通りの中央に重を据えたピット

がありました。住居址の床面からの出土遺物は殆

んどありませんでした。

ただし,住居の東壁の外側斜面からは弥生土器

片が多数出土しています。

sB02

S301よ り南 6■ のところに位置する東西

5,9■ 南北 6.2■ の方形の住居址です。北壁の東

に偏った位置に入回と思われる東西 2■ 南北 lη

の方形の張り出しがあります。この住居址内には

同囲に溝がめく
ヾ
らされており,こ の溝は住居のゴヒ

西隅で住居外へのびる排水溝にとりついています。

溝幅 1 5Cm,深さ 15C“です。溝の内側にベッド

状遺構と呼ばれる幅 90C■ ,高さ 20C■の床より

一段高くなった部分があり,その内側に 4本の柱

と中央土坑があります。

柱間は東西,南北とも 2.8紐 ,中央土坑の大き

さは長径 1.1■ ,短径 8 0Cm,深さ 8 0Cηです。

中央土坑には炭や灰とともに,土器や礫も多数入

っていました。

SB02中 央 土坑 断 面 図

- 50 - -4-



SB01、 02遺 構平 面 図

SB01

住居址床面付近からは多数の弥生土器片が礫と

ともに出土しています。

/   

＼
＼`

＼
＼、

-5-
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O

SB03

S302か ら西へ 5“ 距だったところにある直

径 6紐 の円形の住居址です。この住居址は保存さ

れることになったため,範囲確認を行ったのみで

完掘はしていません。ただし,SK02に 切られ

たところでSB03の中央土坑が発見されていま

す。中央土坑は直径 90C■ ,短径 7 0Cm,深さ

5 0Cmで灰が堆積しており,中から弥准■器が出

土しました。柱数は不明です。

(2)短辺に突出部のある炭の入った土坑 (SK01

SK02)

SK01

尾根の中央部で検出された長さ 2.3η ,幅 1.1

m,深さ 3C■の土坑です。短辺の一方に突出部が

あり,中に炭が詰まっており床憶焼けています。

炭に混じって弥生土器片が出土しました。

SK02

長さ 4.1■ ,幅 1.3m,深さ 2 0Cηで S【 01

同様,床は焼け,炭が詰まっていました .

炭の中から弥生土器片が出土しています。

今回の調査では,弥生土器と若干の石製品が出土

しています。

-6-

SB03、 遺 構平 面 図

-52-
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O           iOCm

包 含 層 出 土

弥4土器は,弥生時代後期のもので,壼,甕 ,高

杯,器台,1甑 ,鉢などの器種がみられます。

特にSB02か らは,住居内に投棄されたと思わ

れる土器片が多数出土しています。土器片は, 1.甕

2.壷  3.高郷の順で多く出土しました。

また,SB03中 央土抗より完形の壷形土器 1点

と壷の破片数点が出土しています。

一方,石製品は,SB01の 埋土中から打製石

1点,砥石 1点,打製石庖丁 (?)1点が出上し,

SB01東側斜面土器溜りより打製石鏃 3点 ,

SB01表土より叩き石 1点が出土しています。

砥石の存在から鉄の使用は明らかですが,今回の

調査では,鉄製品は出土していません。

°
一十一~~~事 Xm

SB01出 土遺物実測図

―‐7-
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キミ

0     .     10Cm

SB03出 土遺 物 実 測 図

SB02出 土 遺 物 実 測 図

7

1 包含層 出土

2、 3 SB01出 土

4～ 7 SB02出 土

絆
ri

-54-
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5 まとめ

0      2M

―

大 歳 山遺 跡 弥 生 住 居平 面 図

東石ケ谷遺跡の位置する尾根は,南北 90■ ,東

西 70η 程の大きさですが,今回発見された3棟 と

昭和 57年度調査の 2棟を加え,こ れまでに 5棟の

弥生時代後期の住居址が発見されています。未調査

部分を考慮すると,こ の尾根上に存在する住居址の

数はさらに増えるものと思われます。

尾根の南側には円形住居址,1側には方形住居址

が存在するという傾向がみられます。

特にSB02は ,大歳山遺跡で発見された住居址

(復元家屋 )と規模やベッドを有する点で形が極め

てよく似ています。

この東石ケ谷遺跡の集落を考えるうえで,同じ山

田川流域に位置する同時期の大歳山遺跡の集落は重

要です。

東石ケ谷遺跡の東 300η に位置する舞子古墳群

舞子台支群が存在する丘陵上からも弥生時代後期の

土器が採集されており,弥生後期の集落が存在する

ものと思われます。

このように山田川東岸の舞子丘陵上には,弥生時

代後期になって新たに集落が形成されますが,石谷

との比高が 60η もある丘陵上に集落を構えるに至

った理由については,今のところよくわかっていま

-9- -55-



せん。ただし,その理由を山田川流域の弥生遺跡相

互の関係に求めるのではなく,広 く明石平野の弥生

遺跡との関係の中で考察する必要があるものと思わ

れます。

大 歳 山遺 跡 復 元 住 居

- 56 - ―‐10-
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北 神 第 4地 点 遺 跡

現 地 説 明 会 資 料

1984.10.28
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今回の調査にあたつては、住宅・ 都市整備公団、

神戸市土木局北神開発事務所のか世話にな りました。

また、神戸市文化財専 F]委 員の野地修左、小林行雄、

檀上重光の藷先生方には1御 指導をいただ恣な した.。

-60-



と はじめに 北神三団地の区域内では,昭和 54年

12月から引き続いて発掘調査を行ってい

ます。これまでに,古墳時代後期の竪穴式

石室 (第 20地点 )・ 横穴式石室 (第 13

地点 )や室町時代の大葬址 (第 46・ 47

地点 )な どの多 くの遺跡が明らかになって

輪
t4/i

場

町
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示

1'  す

‐ ′
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荷
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2 調査の経過

ω

また,長尾町・ 道場町一帯では近年土地

改良事業に伴って行われている発掘調査に

よって数多くの遺跡が発見されています。

特に,昨年度調査を行った長尾町宅原の下

宅原遺跡では,弥生時代後期～鎌倉時代の

集落址が発見され ,大きな成果をあげるこ

とができました。

北柿第4地点遺跡は,昨年度北神戸第 1

地区の造成工事に先立って試掘調査を行い

まし|た 。その結果・南からゴヒヘ延びる2つ

の足根上にまたがって,約 2.5施の区域に

弥牛時代中期～後郡の大集落4Lの存在が確

認皆れました。この調査対象区域のうち,

因側に延びる尾幌をI地区9東側に延びる

星解を江地区と呼んでいます。

さて,今年度は造成工事で削り取られる

I地区の一部分をまず調査しました。続い

て,今後工事が予定されているⅡ地区の尾

根先端区域と試掘調査で奈良時代の遺物が

出土した区域について発掘調査を行いまし

た。

⑤
掛

余

↓
工 地 区 出 土

鉄斧 ・ 鉄鏃

s=1:4

-62-

…2-



工地 区 出 土

太 形 蛤 刃 石斧

□
s=1:4  方 柱 状 片 刃 石 斧

0          10cm

SK04出 土 弥 生 土 器

S=1:4

工地 区 出土

劾 く

9                    やm

I地 区 遺 構 配 置 図

―θ一
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3 調査の概要 今回の説明会会場である工地区では・竪

穴住居址 3棟・箱式石棺 2基 ,溝状遺構 2

条・土療 9基が発見されました。その他・

I地区では,溝状遺構 1条・土壊 4基 ,蔵

骨器 1基が発見されました。

/         
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工 地 区 遺 構 配 置 図
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(1)竪穴住居址

(SB01-SB03)
尾根の頂上部にほぼ等間隔に並んでいま

す。いずれも弥生時代中期末～後期初め

(AD 2世 紀 ごろ 、 約 1800年 前)のも

のです。

SB01平 面 図

SB02平 面 図

一よ一
- 65 -



石器 を作 っていた跡

SK05

o                   3m

SB03平 面 図

◎

^ ~挿

面

態

平

形
直径 lml 柱

中央

土漿
同壁溝 水溝 磨 ♭石 床面積 lml

SB01 円形 4。 9～ 5。 3 O O O O 20。 12
(約 12畳 )

SB02 円形 4.0～ 4.5 O ○ O 〇
14。 17
(約 8.5畳 )

SB03 円形 4.7～ 5。 2 O O O 〇
18.83
(約 11.5畳 )

平面形態・柱数やその他の施設について

は 3棟ともよく似ていますが,SB02・

SB03,SB01の 順とこ大きくなってい

ます。この中でも注目されるのは,SB0

3で ,石器を作っていた跡 が検出された

こととガラス玉 3個が発見されたことです。

-66-
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砕)箱式石棺

(ST01)

田 能 遺 跡 復 原 住 居 立 面 図

南耳ヒに平行する 2基の石で組まれた棺を

埋葬施設とする墓で、 盛土と同溝があり

ます。盛土は最も高い所で約 50C冊あり,

同溝は斜面の高い方を中心に地山を掘り込

んで作られています。幅は約 70～ 100

C“・深さは約 20帥です。石棺の蓋は,す

でに内側に落ち込んだ状態で検出されまし

た。2基の箱式石権のうち,大きい方を 1・

小さい方を 2と 呼んでいます。

-7-
-67-



箱式石棺 l 長さ 165卸以上・最大幅

64Cれ ,:高さ 3 7Cm

箱式石格 2 長さ 1 0 5Cm・ 最大幅 4 3Cm・

高さ 37C“

1, 2の両方とも東長側壁には扁平な石

材を建てて使い,西長側壁には石材の平ら

な面を内側に向けて使っているのが特徴で

す。

同溝の中から少量の弥生土器片が出土し

たため,弥生時代に造られた墓だと考えら

れます。

~ヽ ._//・

ST01平 面 図

ｒ
ｌ
，
フわ
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2平 面 図1・式箱
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立 面 図
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箱 式 石 棺 2立 面 図



(3)蔵骨器

(ST02)
急な斜面地に直径 3 6Cmの上壊を掘 り・

須恵器の短頸壼を置き,須恵器の郵蓋で蓋

をしています。さらに,こ の上から土師器

の盤をさかさにして,二重に蓋をしていま

す。壷の中には骨粉と土がぎっしり詰まっ

ています。奈良時代前半 (8世紀前半 ,約

1250年 前 )のものです .

9      やCIll

蔵 骨 器

- 70 -

蔵 骨 器 出 土 状 況
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僻)土壊 5

(SK05)

9-  咤Crn

SK05出 土 土 師 器

4 出土遺物

SB03が廃絶した後に作られた土壊で

す。直径 50～ 6 0Cmの楕円形の穴を掘り,

土師器の皿 2枚と炭化した木の実多数と一

緒に多量の炭を納めています。遺構の性格

については不明です。平安時代後半 (12

世紀ごろ,約 900年前 )の ものであると

考えられます。

弥生時代  各住居址の床面から弥生土器とと

もにさまざまな遺物が検出されてい

ます。また。包含層からも弥生土器・

石器が出土しています。

SB01 弥生土器 (壼・甕・高不 )・ 石

庖丁未製品,砥石・打製石 鏃

SB02 弥生土器 (壷・甕 )・ 砥石 ?,

打製石鏃

SB03 弥生土器 (壼・甕 9高不 )・ ガ

ラス玉・砥石 ,打 製 石鍍

出土遺物の中でも,弥生土器はこの地域

の土器の実態がわかった点で有意義なもの

です。また,SB03の 砥石は・仕上げ砥

とぃわれるもので,確実に鉄製品が使用さ

~//― - 71 -



◎

①

Cm

SB03出 土 ガ ラ ス 玉

れていたことがわかります。それにもかか

わらず・石器を製作していることは今後の

研究課題のひとつとしてあげられます。

｀`
、ヽ、こ

=======!|:三
:::::;チ

'/

SB01出 土 弥 生 土 器

0          10cm

SB03出 土 弥 生 土 器

SB02出 土 弥 生 土 器

∩
｝

①

⑤

　

０
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5 まとめ

奈良時代

ST02 須恵器 (台付短頸壼 。不蓋 ),

土師器 (盤 )

平安時代

SK05 土師器 (皿 ),木の実 (柿 ?)

北神第 4地点遺跡のうち,今回調査した

区域についてわかった主なことは ,

1 弥生時代中期末～後期初めの集落での

生活の姿をひとつのまとまりとして明ら

かにできました。竪穴住居址は,摂津地

方のこの時期では一般的なものとして知

られていますが,石器製作址やガラス玉

を持つ点などは注目されます。

2 箱式石権は,神戸市内では延命寺古墳

(西区伊ナ|1谷町 ),処女塚古墳 (東灘区

御影塚町 )の くびれ部で検出されたのに

続いて,3例目の発見となりました。播

磨地方や但馬地方ではよく見られる箱式

石棺が ,こ の地域でも  使わオ頂『しる こ

とは,盛土と同溝をもつこともあわせて ,

当時の葬送を知るうえで貴重な資料です。

~/θ ~ - 73 -



北神第 4地点遺跡は,北には遠く有馬富

士を,東には鏑射山 (銅剣型磨製石剣出土 )

を望むっすばらしく眺望のよいところに集

落を営んでいます。これほど見晴らしの良

い場所に集落を営んでいることは,当時戦

いがあったためだという考え方が一般的で

す。今回の調査では,その一部が明らかに

なったにすぎませんが,このような時代の

北神地域で最大級の集落址の全体像が今後

の調査によって浮きぼ りになることが期待

されます。

-74-
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西神ニ ュータウン内 65地点遺跡

現地説明会資料

昭和 60年 2月 3日

神戸市教育委員 会

神戸市健康教育公社

、＼  l  !

くヽ||
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西神ニュータウン内埋蔵文化財分布地図

／々

脚



西神ニュータ

ウン内の遺跡

65地,点

現在 ,西神ニュータウンの造成地区内では約 100か

所の遺跡が確認されています。その大半が弥生時代の集

落址や墓l■ と4世紀から 6世紀にかけての古墳です。こ

れらのほかに窯址や城址も見つかっています。

これら遺跡の多 くは造成のためすでに消滅しています

が,開発局の協力によって保存されている遺跡もありま

す。

春日台には, 50～ 52地点 (弥生時代中期の集落址 )

44, 45地点 (古墳 ), 47地点 (弥生時代の集落址 ),

養田古窯l■ (鎌倉時代の須恵器・瓦のal■ ),西神中央

練沿いには 73～ 77地点 (5基の古墳 )そ して樫野台

にはこの%65地 点などが公園,緑地として保存される

ことになっています。私たちは,保存された遺跡をより

よい形で次代に伝えていかなければなりません。

この丘陵の頂部は標高約 106mで ,平野部 (炉谷町

栃木 )と の比高差は約 70mです。頂部からは明石平野

と明石海峡が一望でき,淡路島の西海岸がすぐ間近に見

えます。しかし,今回の調査区は,相谷川から見て反赳

斜面になるため,頂部ほど見晴しはよくありません。

2
- 78 -
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弥生時代の

明石川流域

今からおよそ 2,300年前に稲作の技術をもった人々

が明石川河日に到着し,農樹をはじめたのが明石川流域

の弥生時代の始まりです。この時期の遺跡として,吉田

遺跡 (玉津町 )があります。

やがて彼らは川をさかのぼり,田中,居住 (玉津町 )

西戸田,常本 (平野町 )に新しいムラをつ くっていきま

した。

弥生時代も中ごろになると,大きなムラがつ くられま

す。新方 ,田中,南別府,北別府遺跡などがこの時期の

遺跡です。また,小さなムラも点在していたようです。

さて,弥生時代の中ごろから終りにかけて,平野だけ

でなく,山の上にもムラができました。明石ナ|1流域では

頭高山遺跡 (伊川谷呼 ),青谷遺跡 (玉津町 ),養田中

の池遺跡 (西神工業団地内 ),西神 50地点遺跡,65

地点遺跡 (今回調査中 )などが有名です。

なぜこのように不便な山の上で人々が生活しなければ

ならなかったのかは,よ くわかっていません。しかし,

これらの遺跡に共通する点は,平野を見下ろせる見とお

しのよい場所に立地していることです。

弥生時代の終りになると,人々は山の上からおりて ,

平野で生活していたようです。この時期の代表的な遺跡

として養田遺跡 (押部谷町 ),吉田南遺跡 (玉津町 )が

あります。

図4 頭高山遺跡出土石剣
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憮

65地点遺跡遺構配置図

5

図 5
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調査の概要

第 1次試

掘調査

第 2、 ・試

掘調査

59年度

調査

遺構

A地区

B地区

昭和 49年度に試掘調査を実施した結果,焼土壊や竪

穴住居址が確認され,弥生時代の集落がこの丘陵にある

ことがわかりました。開発局の協力によって約 29,000

″を保存することに決定しました。

昨年の8月～ 9月に保存区域以外に対して試掘調査を

行いました。この トレンチ調査によってA～ F地区すべ

てに包含層があり, 16か所の住居lILと 推定される遺構

が確認されました。

59年度開発工事によって削平される予定であるA・

B・ C・ E地区 (6,000″ )について全面調査を行い

ました。昭和 59年 9月末から調査を開始し, 60年 2

月初めに完了する予定です。

竪穴式住居址 7か所,地山整形遺構 5か所,土猿7か

所,ピ ット若干を検出しました。

と辺約 50帥の炭のつまった焼土嫉 lか所,水の湧く

土墳1か所,火をたいたところを 1か所検出しました。

水の湧く土壌は,井戸の役割を果したと考えられます。

人をたいた所は,峰場であったかもしれません。

竪穴式住居址 5か所,地山整形遺構 5か所,土装 5か

所,ピ ット若干を検出しました。
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図 6 尾根の上の住居址(SB0

図 7 斜面の住居址(SB0

図8 住居ムL内 および周辺出土遺物

0    10m
ぶくヽト
く申



竪穴住居址

SB03

SB04

SB05

SB06

SB07

南北約 3.7■ ,東西約 6.5mの 平週面が残っています。

斜面を切りくずして,その土で盛土をして平握部をつく

っています。床面では,た くさんのサヌカイ トの破片が

出土しました。おそらくここで石器をつくっていたと考

えられます。

直径約 4.0れ の少しいびつな円形をしています。ほか

の竪穴住居址に比べて小さく,柱穴の数も少なめです。

炭化した木材の痕跡があり,火事によって焼け落ちたも

のと考えられます.サヌカイ トは余り出土しませんでし

た。

SB04と ほぼ同じ高さにあります。南北約 8.0■ ,

東西約 3.3mの平坦面をつくっています。SB03と同

じく,地山を切り込んだ部分と盛土をした部分がありま

す。遺物も柱穴も少なめです。

流失してしまっており,床面はほとんど残っていませ

んでした。南武酌 6.4■ ,東西約 2.9mに互って斜面が

切り込まれています。

尾根の上につくられた円形に近い隅丸方形の形をして

います。南北約 6.0■ ,東西約 6.Omですが,同りの溝

が二重になっていることから,建てた後に東へ少し拡張

しているかもしれません。三角形に柱を立てて,中心に

2本の柱を立てています。上層を床面からたくさんのサ

ヌカイ トの製品 (石鏃
:・ 石錘)と破片が出土しました。
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図 9 65地点遺跡からの眺望図



道  ST01

C地区
SB02

E地区
SB01

4 まとめ

斜面を切り込んで,幅約 60Cれの平担部をつくりだし

ています。長さ約 30“を確認しましたが,さ らに調査

区外へ伸びています。

竪穴住居址 1か所と流路 1条を検出しました。南西約

2.0■ ,東西約 5.0■ の範囲の斜面を切り込んで平坦面

をつくっています。床面には焼けた痕跡があり,一面に

炭がひろがっていました。西側の斜面には,捨てられた

土器が,かたまって出土しました。

竪穴住居址 1か所と土残 1か所を検出しました。斜面

を切り込んで,南「ILA 6.4■ ,東西約 2.7れ の平坦面を

つくっています。床面と,そこから流れ出た土からたく

さんのサヌカイ トの石鏃や石錘,破片が出土しました。

今回の調査によって 65地点遺跡の一部の様子を知る

ことができました。それは,約 2,000年前にこの地に

入り,木を切り倒し,切株を起し,山を削って家を建て ,

生活を営んだ人々の残した足跡と言えるでしょう。

明石海峡をみおろすこの山で,当時の人々がどんな生

活をしていたか疑間は尽きません。私たちは,こ の人々

の生活の足跡 (文化財 )を活用しながら,大切に後世に

伝えなければなりません。
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郡

裁′前地区

家  逢  跡

第?次調査現地説鯛会資料

昭和60年 3月 3日

神戸市教育委1員会

神戸市健康教育公社
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郡家遺跡の調査については、神戸市文化財専門委員 野地袴左、小林行雄

檀上重光の三先生の御指導を得 ました。また、神戸市都市計画局の協力を得 ま

した。
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所 在 地

時  代

種  類

A.位置と環境

B.郡家遺跡の今まで

の調査

神戸市東灘区御形町郡家、御影宇城 ノ前

弥生時代後期～鎌倉時代

住居址、墓址など

郡家遺跡は神戸市東灘区御影町郡家、御影

を中心に東は住吉川、西は石屋川、北は限急

電車神戸線、南は国道 2号線 まで広がるであ

ろうと考えられる遺跡です。今回の調査対象

となった地点は、御影町御影宇城 ノ前1427番

地に所在 し、明治22年頃は石屋川と住吉川に

よる広大な複合扇状地が広がる水田地帯であっ

た地域です。以後、市外化が進み近年区画整

理事業の一環 として、都市計画道路山手幹線

・ 弓場線が、東西、南北に予定されたのを機

に、昭和58年度より道路予定地内について発

掘調査を実施 しています。

昭和54年 に発掘調査を実施 した郡家大蔵地

区で、奈良時代の掘立柱建物址が発見されて

から、周辺を現在 までに19回調査を行ってい

ます。最近では、都市計画道路山手幹線・ 弓

場線建設に伴って、城 ノ前地区を中心に調査

を行っています。この城 ノ前地区では、弥生

時代後期～古墳時代初頭の遺構、遺物が発見

きれ、さらに古墳時代、平安時代、鎌倉時代

の集落址が発見されています。那家遺跡は弥

生時代から鎌倉時代におよぷ複合遊跡です。

-1-
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(1)郡家大蔵地区

第 1次調査

(昭 和54年度 )

中世のころの ものと考えられる暗果や落込

み、奈良時代から平安時代の掘立柱建物址、

弥生時代中期後半から後期にかけての遺構が

検出されました。奈良時代から平安時代の遺

縛は、郡家大蔵の地名から、菟原郡衛跡と推

定 しています。

郡 家 遺 跡 大 蔵 地 区 検 出遺 構・ 章 物

佛 拙
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(2)郡家中町地区

第 1次調査

(昭和56年度 )

000日
ロ ロ  cll al

嫌倉時代の水田址 と柱穴、溝、奈良時代か

ら平安時代の柱穴群、古墳時代後期(6世紀

後半 )の柱穴群 と祭祀に関係 していたと思わ

れる土媛、(こ こから出土 した須恵器邪身に

は、自玉が20個入っていました)古墳時代後

期(5世紀後半 )の 土城が検出されました。

奈良・平 安時代の遺物として緑釉片が出土 し

ており、ここが郡衛跡であった可能性が極め

て高いと考えられます。
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(3)天神川改修工

事に伴 う第 1次

調査(昭和57年度 )

調査地の多 くは自然河道で したが、鎌倉時

代 (土妖 )、 古墳時代後期、弥生時代後期末(方

形周構状遊構)の遊構・遺物が発見されまし

=ユ

。

天中Ⅲ川河川改停王JIに 伴 ,斃 抑W奮

遺1"平 而図

0                  20Cm

天ⅢⅢ川河川改修工 tVlfに 伴 う発抑i川 査 出:hi堂 1勿

〇 ｀ 名 押 も〕F呻 /Ell

諺
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(4)城 ノ前地区

第 4次調査

(昭 和58年度 )

F SE01

鎌倉時代中期(12世紀後半 ～18世紀前半)の

掘立柱建物址・井戸・ 土羨、平安時代後期

(11世 紀前半)の掘立柱建物址、古墳時代後期

(6世紀初頭)の竪穴住居址 (こ れらの中には

滑石製紡錘車や滑石の原石が出土 したものが

あります)弥生時代後期の円形周溝墓・土妖

が発見されました。
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(5)城 ノ前地区

第 6次調査

(昭和59年度 )

0
0。

平安時代の上妖 (北宋銭「末通元賓」の出土

したものがあります)・ 柱穴群・ 浦、古墳時

代後期の竪穴住居址(5世紀後半 )◆ 溝 (有孔

円板の出土 したものがあります)・ 土媛・ 柱

穴、弥生時代後期の円形周浦・ 土城が検出さ

れました。

Ｑ

Ｕ

も
も

饉
く)0

0ν

10

9,域の前地区第 6次調査SB01床 面

10,域の前地区第 6次調査SB01'

静ど

氏単予住居址f｀1
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(6)城 ノ前地区

第 7次調査

子持勾玉

0         38M

山手幹線 と弓場線の交差点部分 を7つの地

区に分けて調査 しました。今回の調査区はそ

の最後の地区に当ります。現在 までに出土 し

た遺物はコンテナ100箱 以上にのば ります。

調査地の南の部分は自然河道で、弥生時代後

期の上器が多量に出土 しています。今回の調

査区の東側に隣接 した地区では、古墳時代後

期(6世紀後半)の掘立柱建物址 4棟、柱列 生

列が検出されました。また、自然河道中から

は子持勾玉が出土 しています。さらに東側の

地区では、古墳時代後期(6世紀)の 竪穴住居

址 生棟が発見されました。
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城の前地区第 7次調査 (西 3区)遺構平面図
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域の前地区第 7次調査遺構図
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C.調査概要

①古墳時代中期～後期

の遺縛

(5世紀後半～6世紀中頃 )

竪穴住居llL l

竪穴住居址 2

竪穴住居址 3.4

竪穴住居址 5

今回、発掘調査 した面積は約300m2で 、発

見された遺構は、古墳時代中期～後期(5世

紀後半～6世紀中頃)の ものと、古墳時代後

期のものです。

竪穴住居址が10棟 と土城 7基がみつか りま

した。

調査中央部東端でみつかった住居址で、

1/3は 後世の攪乱によって失われています。

東西5.6m、 南北5.2mの 方形の住居址で、北

辺中央に煙出しをもつカマドがつ くりつけら

れています。また、住居址内には周壁構が掘

られてお り、幅は10～ 20cmで す。

東西4.Om以上、南司ヒ4.3mの方形の住居址で

す。南側は大 きく攪乱を受けているうえに調

査地区外へ広がっているため正確な規模は不

明です。住居址床面は、下層の遺物包含層 と

なってお り、今のところ柱跡をみつけること

はできていません。

南西部を竪穴住居址 2に切られている住居

址で、竪穴住居址 4は周壁構が巡 ります。

調査地中央南靖に位置し、南西コーナー部

を竪穴住居址10に よって切 られています。

東西3.7m、 南北3.9mの ほぼ正方形の住居址

です。中央北辺にカマドがつ くりつけられて

います。カマドの煙出しの幅40cm、 焚口幅1.

Om、 残存長2.Omあ り、焚口が住居址中央にあ

る大 きなものです。

竪穴の内側には同壁構が巡 り、柱跡は 3ケ

所確認されています。

-98-
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竪穴住居llL 6

竪穴住居址 7

竪穴住居址 5

調査地中央北輪に位置し南西コーナー部を

竪穴住居址 7に よって切 られています。

東西4.6m、 南北3.5m以上あり、北部は攪乱

のため失われています。

周壁溝がめぐり、 4ケ所の柱掘型が発見香

れました。柱の間隔は東西2.5m、 南北2.6mで

す。

調査地中央よ,やや西で検出しました。西

辺は竪穴住居址 8に よって切られています。

東西4.lm、 南北4.Omの ほぼ正方形の竪穴住

居址で 4ケ 所の柱跡が発見されました。柱の

間隔は東西2.5m、 南北1。 7mあ ります。

竪穴住居址の北辺中央にカマトをつくりつ

けています。
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竪穴住居址 8

竪穴住居址 9

竪大住居址10

②古墳時代後期

の遺構

(6世紀後半 )

上妖

調査地西輪で検出しました。

東西590m以上、南北6。 9mの 方形の竪穴住居

十再とと菫訴標身曇崇咽士と診とと室ととF
ます。

調査地西北端で検出しました。

東西4.6M、 南北3.5m以上の方形の竪穴住居址

です。床面で、須恵器高郎、土師器甕が、散

乱 した状態で出土 しました。また、同壁構審

巡らせています。         
と

調査地西南端で北辺だけが検出されました。

東西5.6m以上、南北1.6m以 上の住居址で北

辺にカマドをつ くりつけています。

掘立柱建物址 生棟が発見されました。

掘立柱建物IIL l(S B18)、 竪穴住居址 6が

埋没 したあとたてられた建物址です。

東西 2間、南北 2間 で束柱はありません。

東西は1.5m間 隔、南北は1.5m間 隔に柱掘型を

掘っています。

長方形、長楕円形の土城を6ケ所確認 しま

した。なかでも、竪穴住居址 5の埋土上層を

掘 り込んだ土媛 1は 40cm X 30cmの長方形土漿

で上部に石組みが検出された。石組みの問か

らフイゴの羽口が出上 しました。埋土ほ炭・

灰を含んでいました。これらのことから炉rlL

と推定されます。

他の上妖には石組みはみられませんでした

が、炭・ 灰層がたまりほぼ規模 も同一である

ところから鍛冶に関係する遺構 と考えられま

す。
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D。 主要出土避物        今回の発掘調査区域からは、コンテナ40箱

分の遊物が出土 しています。

遣 構 時  代 出土造物

屈立柱建物柱穴 古墳時代 須恵器片

土師器片

鉄器(鉄刀片 )

竪穴住居址 1

(床面 )

6世紀前半 須恵器(界蓋 )

竪穴住居址 5

(カ マド内)

5世紀後半 須恵器

(甕、邦身 )

竪穴住居址 6

(床面 )

5世紀後半 須恵器(邪蓋 )

土師器(高界 )

壁穴住居址 7

(床面 )

5世紀末～

6世紀初頭

須恵器

(界身、界蓋 )

竪穴住居址 8

(カ マド内)

(周 蒲 内)

6世紀前半

土師器(甕 )

須恵器(邦蓋 )

竪穴住居址 9

(床面 )

5世紀末 土師器(甕 )

土製支脚

須恵器 (高界 )

土 媛 1 古墳時代 フイゴの羽口

須恵器(邦身 )

遊物包含層内

弥生土器 (後期 )

古墳時代須恵器(5世紀後半～6世紀後半 )

中世須恵貿土器 鎌倉時代

-13-
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F。 まとめ

2, 7,竪穴住居址 1床面

4,翌穴住層址カマド内

3,竪欠住居址埋土

5,包含層内

6,土嬌 1埋土,

8,西 3区河道内

というように順次、竪穴住居址を営んだと考

えられます。

②掘立柱建物の時期をきめる遺物の出土はあ

りませんでしたが、避物包含層から出土する

須恵器によって 6世紀中葉 ～後半のものと考

えられます。当調査地東側で検出した 4棟の

掘立柱建物も同時期 と考えられます。

③土損は、 6世紀初頭につ くられた露天の炉

址 と考えられ、古墳時代後期の野錠治の形態

を考える上で珍 しい資料です。

-14-

①遺物の出土状況および造構の重複状況から

5世紀後半 5世紀末 6世紀前半

竪穴住居址 5

竪穴住居址 6-

→

竪穴住居址 7‐

竪穴住居址 9

竪穴住居址10

竪穴住居址 8

竪穴住居址 1
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史跡 五色塚古墳・小壺古墳

現地説明会資料

‐

―

―

ミふ
,′ ハヽど

)

昭 不IJ 6 0年 3月 ■0日

キ中 戸ゴ可市 箋雑¬き 墓尋」員 会
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史跡五色塚古墳・ 小―霊古墳

調査期間  昭和60年 1月 10日 ～昭和
`9年

3月 31日

調査面積  1.600m2

今回の調査を実施するにあたっては、文Tと庁、兵薄―県教育委員会の御

指導と神戸市文化財尊問委員 野地脩左、小林行雄、檀上重光の三先生

の御指導を得ました。また、神戸市住宅局の協力を得ました。
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史跡五色塚古墳・小壷古墳 I」4u地説り〕会資料

1.イよじめィ、こ

位置及び周辺の

歴史的喋境

赤石 (明 石)に 基を造るのに船を編

スァで淡路島から石を運んだという記事

が日本書紀にのっています。この墓は、

神功皇后を討つために香坂王、忍熊王

の 2人の皇子が兵を集めるといつわっ

て造ったと書かれています。五色塚古

墳がこの墓であると言われています。

古代の人々は、周辺に村もなく独立

して海を見下す位置に造られた巨大な

墓を見て物語を考えたものと思われま
‐
す
｀
。

このようにお、るくから五色塚古墳は、

人々に知られた古墳です。

大正 10年 に国の史跡に指定され昭和

40年から10年 をかけて復元整備を行な

いました。

昭和58年 3月 に五色塚古墳の北側に

ある市営住宅の建替にともない発掘調

査を実施したところ、濠の外側に薄が

めぐっていることを確認しました。そ

のため、今回、国の補助金を得て発掘

調査を行ないました。

五色塚古墳は、神戸市垂水区五色山

4丁 目に所在する兵庫県下最大の前方

後円墳です。五色塚古墳は、大阪湾か

ら播磨灘へかけての海岸線が最も南ヘ

突出した場所に存在し、垂水丘陵南麓
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歌 敷 山 西 吉 墳 群

舞 子 浜 埴 輪 円 筒 穂 出 土 地 点

舞 子 古 墳 群

大 歳 山 遺 跡

狩 口 台 狐 塚 古 墳

多 闘 古 墳 群
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これ まで の調査

の合地突端に、前方部を南に向けて築

かれています。

五色塚古墳のある垂水から舞子にか

けては、丘陵が海岸まで達しており、

平野の発達はみられません。そのため

か、これまで集落遺跡の存在は確認さ

れていません。

五色塚古墳と接して西側に小壺古墳

がありますが、その西方約500mの とこ

ろには、かつて歌敷山東古墳、西古墳

がありました。いずれも埴輪をもつ、

直径20～ 25mの 円墳で、五色塚古墳に

後続する時期の古墳と考えられていま

す。さらに西方300mの 舞子の浜からは

埴輪円筒棺が 2基見つかっています。

このように五色塚古墳に近い時期は、

海岸沿いに存在するという特徴がみら

れます。一方、北酉 2 kmに は、有名な

大歳山遺跡があり、前期古墳や 6世紀

前半の前方後円墳の存在が知られてい

ます。その東の舞子丘陵上には、 6世

紀後半代の古墳が多数存在しています。

三色塚古墳は、古 くから埴輪の存在

に注目され、千壺古墳という別名でも

よく知られていましたが、具体的に発

掘調査を着手したのは、史跡環境整備

事業が開始した昭和40年からです。そ

の間の調査で多 くのことが明らかにな

りました。

-109-



①五色塚古墳は、墳丘長194m、 後円部

の高さ18m、 前方部の先端の高さ11.5

mの 前方後円墳であること

②墳丘は 3段 に築かれ、各段の斜面に

は石が葺かれ、墳頂と各段の小段には

埴輪がたて並べられていること

③墳丘の周囲には空濠がめぐらされて

いること

④周濠内には、方形のマウンドが 2基

と通路状遺構 とが存在すること

などがわかりました。一方、同時に調

査した小壺古墳は、

①直径67mの 兵庫県下最大の円墳で、

墳丘は 2段 に築かれていること

②墳丘斜面に葺石はないが、墳頂と小

段にはよ直輪がめぐらされていること

③周囲に空濠をもつということ

が明らかになっています。

弾錮
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